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単位 t
年度 2024 2025･2026 2027･2028 2029･2030 2031･2032 2033･2034

発生量(２年分) － 210 260 260 260 260
搬出量(２年分) － 0 220 250 150 320
期末貯蔵量 3,340 3,550 3,590 3,600 3,710 3,650
期末空き容量 470 260 220 210 100 160

美浜３号機７基合計

大飯３，４号機

管理容量3,810t

使用済燃料貯蔵量推移見通し

単位 t
年度 2024 2025･2026 2027･2028 2029･2030 2031･2032 2033･2034

発生量(２年分) － 40 40 30 30 30
搬出量(２年分) － 0 30 30 10 40
期末貯蔵量 220 260 270 270 290 280
期末空き容量 80 40 30 30 10 20

単位 t

年度 2024 2025･2026 2027･2028 2029･2030 2031･2032 2033･2034
発生量(２年分) － 70 60 80 80 80
搬出量(２年分) － 0 50 90 10 100
期末貯蔵量 1,610 1,680 1,690 1,680 1,750 1,730
期末空き容量 170 100 90 100 30 50

単位 t

年度 2024 2025･2026 2027･2028 2029･2030 2031･2032 2033･2034
発生量(２年分) － 100 160 140 140 140
搬出量(２年分) － 0 140 130 130 180
期末貯蔵量 1,520 1,620 1,640 1,650 1,660 1,620
期末空き容量 210 110 90 80 70 110

【参考資料】

2026 2028 2030 2032 20342024 年度末

管理容量300t

2026 2028 2030 2032 20342024 年度末

･2024年度末貯蔵量は見込値、発生量は2025～2027年度運転計画に基づき評価、2028年度以降年間平均発生量
･六ヶ所再処理工場：2026年度竣工、受入量：2028～2030年度130-110-90t、その後段階的（200tｰ400t）に増加し、2033年度以降800t
当社搬出量は2028～2030年度全体受入量の60%、2031年度以降20%
･仏国への搬出：2027～2029年度70-70-60t、追加分100t：2030・2031年度70-30t 注）･期末貯蔵量は2024年度末貯蔵量をもとに２年間毎に発生量を加え、搬出量を引いたもの

･四捨五入の関係で7基合計と各発電所の合計値が合わない場合がある

年度末

高浜１～４号機

管理容量1,730t管理容量1,780t
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見直したロードマップに従って、六ヶ所再処理工場、仏国(200t＋追加100t)へ搬出することで、
使用済燃料貯蔵量は管理容量以下で推移し、将来的には使用済燃料貯蔵量が減少する見通し。

2025年２月13日
関西電力株式会社
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